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股関節手術の予後は順調のようだが、入院中の検査で前立腺癌が見つかっ
た。
　昨日3月17日に退院後初めての股関節の診察があった。午前中に麻理と慶應義塾
大学病院の整形外科に行って、藤田医師の診察を受けた。採血とレントゲンの診断
で、異常はなく順調に回復しているとのことで、後は自分で筋力を回復させるだけ
だと言われた。
　診察の順番を待つ時間が3時間ぐらいあったので、麻理の提案で車イスを押して
貰って、病院の外に出て医学部の校舎のあたりまで30分ほど散歩した。北里記念医
学図書館の古いコンクリートの建物が印象的だった。およそ半年の間まだ外を歩い
たことがないので、不安を感じながら、冷たい風に曝されてちょっと寒かったが、
嬉しかった。
　一昨日は、慶應義塾大学病院泌尿器科に行って、長田医師から入院中に行った前
立腺針生検査の結果の説明を聞いた。かなり大きな前立腺癌が見つかって、更に転
移の検査を進め、それから治療するということになった。
　股関節手術の入院中に前立腺針生検査を行うことになったのは、手術後に尿管を
抜いた後、血尿が出て、なかなか止まらなかったので、泌尿器科で診察して貰った
ら、前立腺が大きくなっていて、PSAの値が正常の4以下を遙かに超えた360もある
ので、癌だということになった。そこで前立腺針生検査を行ったというわけ。針生
検査はお尻の穴に機械を入れて前立腺の１０カ所の組織を取る。これはけっこう痛
かった。その夜、出血でおしっこがしたいのに出なくなり、泌尿器科の医師に来て
貰って、膀胱内の尿の有無を調べて、尿カテーテルで800mlと500mlの2回抜いて
貰った。おしっこがしたいのに出ないというのがあんなに苦しいものだと初めて
知った。入院中だったので、直ぐに処置して貰えたので助かった。
　股関節の手術で入院したら、前立腺癌が見つかったというこで、一石二鳥と運が
よかったと言えるのかも知れない。
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